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【コブハクチョウ（宍道湖）】
宍道湖北岸で撮影。５羽でいると

ころをよく見かけます。宍道湖に住
みついてしまったようです。

【カルガモ（大橋川）】
松江新大橋付近で撮影。人に慣

れていて、近寄っても逃げません。

【サギ（大橋川）】
大橋川出張所の前で撮影。量水

標がお気に入りで、留まっていると
ころを度々見かけます。

宍道湖・大橋川・中海には、例年９月の終わり頃からいろいろな種類の渡鳥が飛来し、冬場には何万
羽もの水鳥を観察することができます（宍道湖と中海は『特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地
に関する条約 （通称、ラムサール条約）』に登録されています。）
しかし、水鳥が観察できるのは冬場だけではありません。夏場でも、たくさんの水鳥を観察すること

ができます。今年の夏に撮影した水鳥のようすを紹介します。

これから渡鳥が飛来するシーズンを向かえ、ますますたくさんの水鳥が観察できるよう

になりますので、ぜひ水辺に足を運んで観察してみてください。


